
海自入隊予定者が潜水艦と潜水訓練の様子を見学
こ
れ
は
、
こ
の
春
海
上
自
衛
隊
へ
入
隊
予
定
の
学
生
な
ど

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
に
お
い
て
入
隊
予
定
者
の
潜
水
艦

加
し
た
。

ら
は
「
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」「
潜
水
艦
で

声
も
聞
か
れ
た
。

置
制
限
を
解
除
し
て
い
る
。

を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
入
隊
に
対
し
て
の
疑
問
や
不
安
を
解

静
粛
性
に
優
れ
て
い
る
そ
う
り
ゅ
う
型
潜
水
艦
「
こ
く
り
ゅ

参
考
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
潜
水
艦
へ
の
乗
務
に

問
す
る
姿
が
見
ら
れ
、「
入
隊
後
は
護
衛
艦
に
乗
り
た
い
と

員
の
厳
し
い
訓
練
の
様
子
や
精
巧
な
装
備
器
材
を
扱
う
卓
越

入
隊
予
定
者
の
不
安
を
一
掃
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
く
。

及
び
潜
水
医
学
実
験
隊
見
学
を
実
施
し
た
。

空
佐
）
は
、
２
月
７
日
（
木
）、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地

消
し
て
も
ら
う
た
め
に
行
わ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
８
人
が
参

う
」
を
見
学
。
初
め
て
潜
水
艦
を
目
に
し
た
入
隊
予
定
者
か

思
っ
て
い
た
が
、
潜
水
艦
に
も
興
味
が
出
て
き
た
」
と
い
う

つ
い
て
は
、
昨
年
末
、
女
性
自
衛
官
も
起
用
で
き
る
よ
う
配

を
対
象
に
、
現
場
で
任
務
に
あ
た
る
海
上
自
衛
官
の
生
の
声

当
日
は
最
初
に
、
世
界
最
大
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
潜
水
艦
で
、

し
た
隊
員
の
姿
を
間
近
で
見
学
し
、
入
隊
後
の
職
種
選
択
の

勤
務
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
」
と
積
極
的
に
質

続
い
て
見
学
し
た
潜
水
医
学
実
験
隊
で
は
、
屈
強
な
潜
水

静
岡
地
本
は
、
こ
れ
か
ら
も
部
隊
見
学
の
機
会
を
活
用
し
、

陸自ヘリ体験飛行で大興奮ＩＮ御殿場
力
の
も
と
「
Ｕ
Ｈ
ー
１
Ｊ
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」
の
体
験
搭
乗

ン
プ
富
士
内
に
あ
る
富
士
場
外
離
着
陸
場
（
御
殿
場
市
）
に

大
き
さ
や
性
能
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
特
に
富
士
飛
行
班
所

次
に
飛
行
場
エ
プ
ロ
ン
地
区
に
移
動
し
て
体
験
搭
乗
時
の

静
岡
地
本
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な
自
衛
隊
を
体
感
で
き
る

乗
り
込
み
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
離
陸
す
る
と
進
路
は

空
か
ら
見
下
ろ
す
街
並
み
や
山
々
が
壮
観
だ
っ
た
」「
今
回

す
若
者
等
を
対
象
に
行
わ
れ
、
４
０
人
が
参
加
し
た
。

談
を
披
露
し
、
将
来
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目
指

い
た
。

機
体
を
バ
ッ
ク
に
思
い
思
い
に
記
念
撮
影
に
興
じ
た
。

多
く
の
若
者
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
熱
意
あ
る
志
望

谷
や
雄
大
な
芦
ノ
湖
な
ど
の
上
空
に
一
瞬
の
間
に
さ
し
か
か

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
等
の
協

空
佐
）
は
、
２
月
１
０
日
（
日
）、
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
キ
ャ

は
じ
め
に
格
納
庫
内
に
お
い
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
体
の

す
若
者
か
ら
大
空
に
関
す
る
質
問
が
相
次
い
だ
。

れ
た
。

フ
ラ
イ
ト
は
６
、
７
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
機
内
に

参
加
者
か
ら
は
「
離
陸
し
た
時
に
は
胸
が
熱
く
な
り
、
上

を
行
っ
た
。
こ
れ
は
県
内
の
入
隊
予
定
者
や
自
衛
官
を
目
指

属
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
小
野
裕
１
等
陸
尉
が
自
ら
の
飛
行
体
験

り
、
参
加
者
は
そ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
能
力
に
感
じ
入
っ
て

注
意
事
項
の
徹
底
が
な
さ
れ
、
離
陸
ま
で
の
間
、
駐
機
中
の

機
会
を
積
極
的
に
活
用
し
、
自
衛
官
と
い
う
職
業
の
魅
力
を

御
殿
場
市
街
か
ら
箱
根
に
向
か
い
、
噴
煙
が
立
ち
上
る
大
涌

の
体
験
搭
乗
を
経
験
し
、
こ
の
国
を
守
る
自
衛
隊
で
活
躍
し

静岡市で盛大に入隊・入校予定者を激励
こ
の
激
励
会
は
、
静
岡
市
、
同
市
商
工
会
議
所
、
同
市
自

に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
静
岡
市
入
隊
入
校
激
励
会
」
を
支
援

の
２
部
構
成
で
開
催
さ
れ
た
。

長
が
来
賓
と
し
て
参
列
し
、
若
者
の
輝
け
る
未
来
を
盛
大
に

ほ
か
、
主
催
者
を
代
表
し
て
田
辺
信
宏
静
岡
市
長
が
、
自
衛

前
の
自
衛
官
と
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後

入
隊
・
入
校
を
予
定
す
る
静
岡
市
内
の
若
者
を
激
励
し
よ
う

が
参
加
。
同
市
内
の
各
区
自
治
会
連
合
会
長
、
募
集
相
談
員

る
八
木
朱
里
（
や
ぎ　

あ
か
り
）
さ
ん
が
「
大
き
な
期
待
を

第
１
部
の
激
励
会
で
は
、
担
当
募
集
事
務
所
長
が
入
隊
・

ま
る
激
励
の
言
葉
を
送
っ
た
。
続
け
て
、
入
隊
・
入
校
予
定

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等

し
た
。

空
佐
）
は
２
月
１
７
日
（
日
）、
静
岡
市
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

と
計
画
さ
れ
、
今
年
も
入
隊
・
入
校
激
励
会
と
音
楽
演
奏
会

中
部
連
絡
会
長
並
び
に
静
岡
及
び
清
水
自
衛
隊
家
族
会
両
会

入
校
予
定
者
一
人
ひ
と
り
の
名
前
と
採
用
種
目
を
紹
介
し
た

胸
に
抱
い
て
、
日
々
の
訓
練
を
同
期
と
切
磋
琢
磨
し
、
一
人

衛
隊
協
力
会
、
清
水
自
衛
隊
友
の
会
が
合
同
で
、
毎
年
春
に

激
励
会
に
は
、
入
隊
・
入
校
予
定
者
４
０
人
と
そ
の
家
族

者
を
代
表
し
て
、
航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
と
し
て
入
隊
す

祝
福
し
た
。

の
静
岡
市
歌
「
わ
た
し
の
街
静
岡
」
や
、
自
衛
官
の
１
日
の

「
ラ
ッ
パ
吹
き
の
平
日
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
入
隊
・
入
校

一
方
、
第
２
部
の
航
空
自
衛
隊
中
部
航
空
音
楽
隊
（
浜
松

基
地
）
に
よ
る
演
奏
会
で
は
、
静
岡
市
長
か
ら
の
熱
い
要
望

行
動
合
図
を
ラ
ッ
パ
音
で
表
し
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
し
た

隊
を
代
表
し
て
宮
川
知
己
静
岡
地
本
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
心
温

の
抱
負
と
両
親
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
。

者
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

を
解
消
し
て
い
く
と
と
も
に
、
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、

予
定
者
の
新
た
な
門
出
を
祝
福
し
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
入
隊
・
入
校
予
定
者
が
抱
く
不
安

隊
員
と
家
族
の
架
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。


